
　
地
域
P
I
で
は
、こ
れ
ま
で
国
と
都
が
公
表
し

た
「
東
京
外
か
く
環
状
道
路（
関
越
道
〜
東
名

高
速
間
）に
つ
い
て
の
考
え
方
」
及
び
「
計
画
概
念

図
」
に
つ
い
て
説
明
し
、ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
い

ま
す
。�

　
意
見
を
聴
く
会
等
で
は
、「
環
境
へ
の
影
響
に

つ
い
て
具
体
的
な
数
値
で
示
し
て
ほ
し
い
」「
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て
検
討
を
進
め
る
べ
き
」「
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
I
C
）を
建
設
し
た
場
合
の
周
辺

道
路
整
備
の
検
討

が
必
要
」「
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
を

同
時
に
検
討
し
て

い
く
べ
き
」「
大
深

度
ト
ン
ネ
ル
内
の

安
全
性
の
検
討
が

必
要
」「
外
環
の
ル

ー
ト
を
再
検
討
す

べ
き
」「
建
設
を
前

提
と
し
て
い
る
が
、

財
政
状
況
等
を
踏

ま
え
、外
環
は
不
要
」

と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
る
一
方
で
、「
外

環
を
早
く
整
備
し

て
欲
し
い
」「
大
深

度
地
下
を
通
し
て
、
地

上
へ
の
影
響
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
建
設
は
や
む

を
得
な
い
」
な
ど
の
ご

意
見
も
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。�

　
今
後
は
、「
環
境
へ
の

影
響
と
保
全
対
策
」
に

つ
い
て
も
、各
地
域
で
説

明
し
、こ
れ
ま
で
に
い
た

だ
い
た
提
案
等
を
検
討
し
、

さ
ら
に
ご
意
見
を
お
聴

き
し
て
い
き
ま
す
。�

　
開
催
日
時
、
会
場
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
詳
細

を
公
表
し
て
い
ま
す
。�

　
国
土
交
通
省
と
東
京
都
は
、１
月
１９
日
及
び

３
月
３
日
に
Ｐ
Ｉ
外
環
沿
線
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。�

　
会
議
で
は
、計
画
段
階
に
お
け
る
議
論
の
進
め

方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、地
域
P
I
と
の
関
係
、「
考

え
方
」
や
「
計
画
概
念
図
」
、「
環
境
へ
の
影
響
と

保
全
対
策
」
な
ど
に
つ
い
て
の
質
疑
と
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
、平
成

１５
年
に
環
境
影
響
評
価
方
法
書
を
公
告
・
縦
覧

し
、環
境
へ
の
影
響
の
予
測
・
評
価
手
法
や
、現
地

調
査
の
項
目
に
つ
い
て
示
し
、平
成
16
年
か
ら
環

境
の
現
地
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
、昨
年
９
月
以
降
、計
画
の
具
体
化
に

向
け
、「
考
え
方
」
や
「
計
画
概
念
図
」
を
示
し
、

広
く
ご
意
見
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
沿
線
地

域
で
は
、環
境
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
ご
意
見
・
ご

質
問
を
数
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
に
、環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
関
心

が
高
い
こ
と
か
ら
、環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
と

は
別
に
、環
境
の
現
地
調
査
の
結
果
や
、「
計
画

概
念
図
」
で
提
示
し
た
構
造
な
ど
の
検
討
を
も

と
に
、大
気
質
、騒
音
、振
動
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
、沿
線
地
域
の
環
境
へ
の
影
響
と
保
全
対
策
の

検
討
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。（
結
果
の
一

部
を
2
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
）�

　
今
回
の
予
測
の
結
果
、外
環
の
地
下
化
や
、環

境
施
設
帯
の
整
備
、適
切
な
保
全
対
策
の
実
施

等
に
よ
り
、環
境
基
準
な
ど
の
環
境
保
全
の
目
標

値
を
下
回
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

沿
線
地
域
を
中
心
に
、環
境
へ
の
影
響
と
保
全
対

策
の
内
容
を
説
明
し
、ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が

ら
、さ
ら
に
必
要
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。�

国
土
交
通
省
と
東
京
都
は
、
沿
線
地
域
の
各
会
場
で
地
域

P
I
（
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
及
び
意
見
を
聴
く
会
）
を
開
催
し

て
い
ま
す
。�

国
土
交
通
省
と
東
京
都
は
、沿
線
地
域
の
環
境
へ
の
影
響
の
予
測
と
保
全
対
策
の

検
討
結
果
を
と
り
ま
と
め
、公
表
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、沿
線
地
域
な
ど
で
説

明
し
、ご
意
見
を
お
聴
き
し
な
が
ら
、外
環
の
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。�

�

外環本線は、極力、大深度地下を活用し、既存の高速道路（関越道、中央道、東名高速）とはジャンクションで接続し、
目白通り、青梅街道及び東八道路の３箇所にインターチェンジを設置する案とします。�

（平成１７年９月公表）�



自動車の走行や換気所の供用による二酸化

窒素（NO2）の将来濃度の結果を示します。�

換気所から排出されるNO2と浮遊粒子状

物質（SPM）の地表付近への影響は非

常に小さく、環境基準と比べて数百分の

一以下となります。�

※換気所からの寄与による最大着地濃度を示しています。
予測値は、平成３２年及び平成４２年のうち最大値を示し
ています。（年平均値）�※予測値は、平成３２年及び平成４２年のうち最大値と�

　最小値を示しています。（日平均値の年間９８％値）�

NO2に係わる環境基準  ： １時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内またはそれ以下であること。�
ＳＰＭに係わる環境基準 ： １時間値の１日平均値が0.10mg/m3以下であること。�

騒音の予測は、地上への連絡が必要となるジャンクション（JCT）及び

インターチェンジ（IC）部付近を対象に、道路沿道（近接空間）と道路

から20ｍ離れた場所（背後地）で行いました。�

環境施設帯の設置及び低騒音舗装の敷設を行いますが、一部の箇

所で環境基準を超えることから、さらに、必要な箇所に1.5m～７ｍの遮

音壁を設置します。こうした対策により、いずれの地点でも騒音に係わ

る環境基準の値以下となります。予測結果は以下の通りです。�

地下水位の予測は、地下水位の変動量を三次元浸透解析と呼ばれる数値シミュレーション

により行いました。予測結果は以下の通りです。�

※
予
測
は
計
画
路
線
の
供
用
直
後
と
交
通
が
定
常
状

態
と
な
る
２
つ
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
、平
成
３２
年
と

平
成
４２
年
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、条
件
の

厳
し
い
夜
間
に
お
い
て
、平
成
３２
年
及
び
平
成
４２
年

の
う
ち
最
大
値
と
最
小
値
を
示
し
て
い
ま
す
。�

　環境への影響の予測は大気質、騒音、振動、低周波音、水循環、地形及び地質、地盤沈下、日照阻害、電波障害、動物、植物、
生態系、景観、史跡・文化財、人と自然との触れ合い活動の場、廃棄物等の項目について、工事中や完成後において行いました。�
　ここでは、騒音、大気質、水循環（地下水位）、動物、植物を紹介します。なお、予測結果及び保全対策については、今後、
変更となることがあります。�

文献調査や現地調査で確認された種のうち、法律等で指定されて

いる重要な種等について、影響を予測しました。�

事業の実施により、鳥類5種、爬虫類1種、両生類1種、魚類3種、昆虫

類6種、クモ類1種、注目すべき生息地1箇所に影響が及ぶと考えられ

ます。�

▼環境保全対策として、夜間照明の適正配置、

河川流量の確保、消失する生息環境又は移

入可能な環境の代償を実施します。�

事業の実施により、維管束植物1種、藻類1種に

影響が及ぶと考えられます。�

▼環境保全対策として、消失する生育環境の代

償、重要な種の個体保存を実施します。�

地表面から深さ約5～25mの立川礫層及び武蔵野礫層中に存在する地下水です。�

立川礫層及び武蔵野礫層より深い位置の上総層群中の砂層及び砂礫層中に存在する地下水です。�

浅層地下水の流れが阻害される区間において、地下水位の変動量

が小さくなるように地下水流動保全工法を実施します。また、構造物

周辺の深層地下水のうち、東名JCT周辺、大泉JCT及び目白通りIC周辺では、深層地下水

と浅層地下水の水頭がほぼ同じ浅い位置にあることから、環境保全対策を実施すること

により、深層地下水の水圧変動量は低減されます。�

浅層地下水位への影響（環境保全対策実施前）�

浅層地下水位への影響（環境保全対策実施後）�

地下水流動保全工法イメージ（工事後）� 地下水流動保全施設（通水部）イメージ�

  中
央
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東
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路
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辺
�
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央
JCT・�
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IC周
辺
�
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